
様式２ 

山口市障がい福祉施策懇話会会議録 

審議会等の名称 第１回山口市障がい福祉施策懇話会 

開催日時 令和８年８月４日（火曜日）１４：００～１５：３３ 

開催場所 山口市役所（山口総合支所）災害対策室 

公開・部分公開の 

区分 

公開 

出席者 藤田会長、佐藤委員、西本委員、清水委員、谷村委員、藤岡委員、橘委員、松本

委員、在木委員、岡村委員、三輪委員、柳谷委員、田中委員、浦山委員、松永委

員、岡崎委員、前田里絵氏（山本委員代理）、本城委員、杉山委員（１９人） 

欠席者 豊田委員、三好委員、井上委員、德田委員、林委員、松延委員、伊藤委員、奥田

委員（８人） 

事務局 （健康福祉部） ：堀部長、藤山部次長 

（障がい福祉課）：河口課長、柿並副参事、武石主幹、久保主幹、宮﨑副主幹、 

小林副主幹、宮﨑主任主事 （９人） 

議題 １ 開会 

２ 健康福祉部長挨拶 

３ 会長挨拶 

４ 議事 

（１）山口市障がい者きらめきプラン（第四次山口市障害者計画）の進捗状況 

（２）山口市障害福祉サービス実施計画（第五次山口市障害福祉計画・第三次山

口市障害児福祉計画）の実績 

（３）障がい者（児）福祉施策検討のためのアンケート調査報告書 

（４）山口市障害福祉サービス実施計画（第六次山口市障害福祉計画・第四次山

口市障害児福祉計画）策定方針 

５ 閉会 

内容 次第に基づき、次のとおり進められた。 

 

【堀健康福祉部長挨拶】 

  

【藤田会長挨拶】 

  

＜事務局＞ 

 会議内容、委員名簿、会議録及び資料を市ウェブサイトで公開することを提案

し、了承された。 

 議事の進行を会長に依頼。 

 

 



【議事】 

＜藤田会長＞ 

（１）山口市障がい者きらめきプラン（第四次山口市障害者計画）の進捗状況

について、事務局より説明をお願いします。 

＜事務局＞ 

資料１に基づき、令和７年度の主な取組を説明。基幹相談支援センターの体制、

障害福祉サービスの利用実績、就労選択支援、日中サービス支援型グループホー

ム、福祉タクシー、地域生活支援拠点、障がい児支援、意思疎通支援、障がい者

雇用、優先調達、合理的配慮、権利擁護等の状況を報告した。 

＜藤田会長＞ 

御説明ありがとうございました。 

ただいま、山口市障がい者きらめきプランの進捗状況について御説明がありま

したが、御質問等がありましたら、挙手をお願いします。 

よろしいでしょうか。特に御質問がないようですので、次の議事に移ります。 

 

＜藤田会長＞ 

（２）山口市障害福祉サービス実施計画（第五次山口市障害福祉計画・第三次

山口市障害児福祉計画）の実績について、事務局より説明をお願いします。 

＜事務局＞ 

資料２に基づき、令和７年度の実績を説明。訪問系、日中活動系、居住系及び

相談支援の各サービス、発達障がい者等への支援、障害児通所支援、子ども・子

育て支援並びに地域生活支援事業の実績と傾向を報告した。 

＜藤田会長＞ 

御説明ありがとうございました。 

ただいま、実施計画の実績について御説明がありましたが、御質問がありまし

たら挙手、あるいはリモートの方は声を出すか挙手をお願いします。 

御質問がないようですので、次の議事に移ってよろしいでしょうか。 

 

＜藤田会長＞ 

それでは、（３）障がい者（児）福祉施策検討のためのアンケート調査報告書に

ついて、事務局より説明をお願いします。 

＜事務局＞ 

資料３－１及び資料３－２に基づき、障がい者及び障がい児の調査対象、回収

状況並びに主な調査結果を説明した。 

＜藤田会長＞ 

御説明ありがとうございました。 

 主なところを御説明いただいたのですが、御質問や御意見のある方はいらっし

ゃいますか。 



＜佐藤委員＞ 

障害種別等のグラフについて、百分率の示し方と説明文が対応しておらず、誤

解を生む可能性があると思いました。また、外出頻度について、いろいろな分析

がしてありますが、どのような人の外出頻度が高い、又は低いのかを分析する必

要であって、外出頻度が高い人がどういう人かという分析は縦軸、横軸が逆かな

と思いました。 

＜事務局＞ 

報告書を改めて確認し、指摘された観点からも分析を検討したいと思います。 

＜清水委員＞ 

居住地域によって公共交通の状況や中心部までの距離が異なり、タクシー利用

の経済的負担や同行援護の利用時間が外出頻度に影響しているため、居住地域別

の外出頻度といった分析も行っていただきたいと思いました。 

＜事務局＞ 

今回の調査項目で把握可能か確認し、不足する場合は次回調査の参考にさせて

いただきたいと思います。 

＜橘委員＞ 

発達障がいの疑いが分かったきっかけとして、乳児健診の割合が前回調査から

大幅に増加した理由について教えていただければと思います。 

＜事務局＞ 

現時点では理由を確認できていないため、乳幼児健診を所管する部署に確認し

たいと思います。 

＜藤岡委員＞ 

保育士・教員の助言や家族の気付きの割合が大きく減少している点について、

乳児健診の増加との関係を含めて教えていただければと思います。 

＜事務局＞ 

単一回答であることから、乳児健診で把握される割合の増加が他の項目の減少

に影響した可能性があり、関連を確認していきたいと思います。 

＜岡村委員＞ 

回答者の構成等が異なる場合には単純な増減比較が適切でない可能性があるた

め、統計的な分析が必要だと思いました。また、行動障がいのある方の受入先や

支援体制に関する課題を、県の調査結果等も踏まえて計画に反映していただける

と良いと思いました。 

＜佐藤委員＞ 

発達障がいの疑いが分かったきっかけと最初の相談先との間に整合しないよう

に見える部分があるため、設問間の関係や自由記述を含めて分析する必要がある

と思いました。 

＜事務局＞ 

設問単独では分からないつながりを確認し、健診後の相談へのつなぎ方も含め



て整理したいと思います。 

＜藤田会長＞ 

時間も限られておりますので、委員の皆様には後日、報告書を改めて確認して

いただき、気付いた点がございましたら事務局へお伝えいただければと思います。 

 それでは、（４）山口市障害福祉サービス実施計画（第六次山口市障害福祉計画・

第四次山口市障害児福祉計画）策定方針について、事務局より説明をお願いしま

す。 

＜事務局＞ 

資料４に基づき、計画の趣旨、位置付け、令和９年度から令和１１年度までの

計画期間、国の基本指針を踏まえた策定の視点及び市としての見直しの方向性を

説明した。現行計画の進捗、アンケート調査、事業所ヒアリング及び懇話会の意

見を踏まえ、実効性の高い計画を策定すること、全体構成は前回を踏襲する方針

を示した。 

＜藤田会長＞ 

御説明ありがとうございました。アンケート調査について、よりニーズを把握

できるよう分析を進めていただけたらと思います。それでは、進行を事務局にお

返しします。 

＜事務局＞ 

【河口障がい福祉課長閉会挨拶】 

＜事務局＞ 

以上をもちまして懇話会を終了させていただきます。 

終了 

会議資料 令和８年度山口市障がい福祉施策懇話会次第 

山口市障がい福祉施策懇話会名簿 

山口市障がい福祉施策懇話会設置要綱 

席次表 

【資料１】山口市障がい者きらめきプラン（第四次山口市障害者計画）の進捗状

況 

【資料２】山口市障害福祉サービス実施計画（第五次山口市障害福祉計画・第三

次山口市障害児福祉計画）の実績 

【資料３－１】障がい者福祉施策検討のためのアンケート調査報告書 

【資料３－２】障がい児福祉施策検討のためのアンケート調査報告書 

【資料４】山口市障害福祉サービス実施計画（第六次山口市障害福祉計画・第四

次山口市障害児福祉計画）策定方針 

問い合わせ先 健康福祉部 障がい福祉課 障がい者支援担当・給付担当 

TEL ０８３－９３４－２７９４ 

  ０８３－９３４－２９６１ 

FAX ０８３－９３４－４１４２ 


